
第３号様式（第７条関係） 

 

ＳＤＧｓおおたゴールドスカイパートナー宣言書 

 

(宛先)大田区長 

 

私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、以下のとおり、大田区とともにＳＤＧｓの推進に取

り組むことを宣言します。 

 

＜宣言日＞ 2025 年 5 月 12 日 

事業者情報 

事業者名 協和工業株式会社 

代表者 職・氏名 
職名 代表取締役 

氏名 秋山 飛馬 

ホームページ URL（任意） https://www.bankin.co.jp 

事業者ロゴ（任意） 

 

 

 

事業者としての 2030 年のあるべき姿 

2030 年までに現状保有している環境保全に配慮した加工方法を用いた生産の増加及び 

従業員ひとりひとりの技術力向上により得られる自己肯定感からくる定着率の向上を 

確立するとともに、大田区内にある企業としてより SDGs における目標の拡充を 

目指します。 

これまでに取り組んでいる・これから取り組みたいＳＤＧｓ17のゴール・目標（複数選択可） 

（これまでに取り組んでいるゴール・目標：○ これから取り組みたいゴール・目標：●）  

      

   〇   

      

 〇 〇    

     

 

〇      



目標の達成に向けた重点的な取組内容等 

分野 

(該当分野に 

チェック) 

(複数選択可) 

ＳＤＧｓゴール

(メイン・サブ)

の数字を記入 

（複数記入可） 

目標の達成に向けた重点的な取組 

①  

経済 ✓ 【メイン】 

  9 

【サブ】 

  13 

【独自技術の発信による省資源化の推進】 

・展示会・商談会への積極的な参加を行い 

環境経営における優位性の発信 

・保有技術に使用する資材調達を意識的に国内・ 

区内から行う 

社会 ✓ 

環境 ✓ 

②  

経済 ☐ 【メイン】 

  8 

【サブ】 

 9・12 

【働きやすい環境の整備】 

・元来難しいとされる製造業における職人技術の 

継承に対し、可能な限り可視化する事に努め作業書 

や手順書に落とし込む事により、若手の育成及び 

やりがいの向上に繋げる 

社会 ✓ 

環境 ☐ 

③  

経済 ☐ 【メイン】 

  4 

【サブ】 

 8・9 

【次世代への共有】 

・区内にある学校から依頼のある課外授業等の 

受入れ体制強化。 

・働き甲斐や未来へ向けての展望の共有 

 

社会 ✓ 

環境 ☐ 

 

進捗報告 

 進捗状況（１年目） 進捗状況（２年目） 進捗状況（３年目） 

①  

・2 回/年 集客規模 1 万人 

以上の展示会へ出展。 

環境負荷低減を推奨できる 

独自技術の PR を実現。 

  

②  

・製造セクションごとの 

加工手順書の製作に着手。 

社内会議や新入社員育成の 

プログラムに組み込むこと 

により実用性の確認。 

  

③  

・区内にある小学校の 

企業訪問実習の受け入れを 

実施。 

日本のものづくりや 

中小企業の強みを共有。 

  

 


